
甲州街道

瀬田村

瀬田山
▲

天女池

大榎

岩本藩
（元秋月藩）

島中藩

雷桜 宇江佐真理
（想像図）

岩崎村
行徳寺

瀬
田
川

千畳敷



岩本藩
いわもとはん

 

島中藩
しまなかはん

 

瀬
せ

田村
た む ら

、瀬田山、瀬田川、天女
てんにょ

池
いけ

 

岩崎村
いわさきむら

 

 

神田須田町
すだちょう

 

麹町
こうじまち

 

瀬田
せ た

助左
す け ざ

衛門
え も ん

（瀬田村の庄屋）― たえ（妻） 

助太郎
すけたろう

（長男） ― お初
はつ

（女房）、助右衛門（息子）、りつ（娘） 

助次郎
すけじろう

（次男）― 紗
さ

江
え

（妻）、久
ひさ

江
え

（娘） 

お遊
ゆう

（娘）、助三郎（お遊の息子） 

  吾作
ご さ く

（下男）、おしず（女中）、六助（中間）、金蔵（中間）  

田中理
り

右衛門
え も ん

（遊の親父殿） 

村人：助次郎の遊び仲間：米作
よねさく

、捨
すて

吉
きち

 

傘五郎
かさごろう

（組頭）、友
とも

兵衛
べ え

、茂
しげ

次
じ

（きこり）、友蔵
ともぞう

 

茂
も

吉
きち

―お捨
すて

 

近江屋伝
お う み や で ん

兵衛
べ え

（油問屋） 

正
まさ

次
じ

（江戸油問屋近江屋の奉公人 元瀬田村）、寅吉（兄 瀬田村） 

島中
しまなか

周防
す お う

守
かみ

（藩主） 

山中
やまなか

善
ぜん

助
すけ

（島中藩馬廻り役→城代組御本丸御番） 

鹿内六郎
しかうちろくろう

太
た

（島中藩馬廻り支配役）、田所文之
たどころふみの

進
しん

（島中藩士） 

将軍家
いえ

斉
なり

、お遊
ゆう

（側室 斉道の母）、賢
さと

姫
ひめ

（娘 斉道の姉） 

清水斉
なり

道
みち

（清水家当主）、お秀（側室）、慶
よし

富
とみ

（嫡子） 

  国
くに

田平
た へ い

左
ざ

衛門
え も ん

（筆頭家老）、岩田
い わ た

多門
た も ん

（家老） 

榎戸角之
えのきどかくの

進
しん

（用人）、今泉鉄之
いまいずみてつの

助
すけ

（寝ずの番） 


